
別紙４

１　事業者の概要

法人名
代表者名

市内の
主たる住所

主たる事業
の内容

２　計画期間

３　計画年度における温室効果ガスの排出の状況

25 t-CO2 28 t-CO2

-3 t-CO2 -12.0 ％

％

４　計画年度における温室効果ガスの排出の状況に関する説明

５　温室効果ガスの排出の抑制等を図るために実施した措置の内容【計画書記載事項】

対象年度 実施状況

令和3年度 実施済

令和3年度～
令和5年度

実施済

令和3年度～
令和5年度

実施済

令和4年度 実施なし

　

７　その他、計画期間に実施した地球温暖化対策の推進に寄与する取組等

６　計画内容の進捗状況に関する説明

令和４年度に計画していた空調機の更新に関しては、予算の都合上見送りを行った。今後、予算が確保できれば再度検討する。

①会社構内に寮が2棟あり社員へ日常生活での省エネを進めていき、地球温暖化の防止に努めた。
②設備の適正なメンテナンスや交換時に高効率設備に切り替えるなど努めた。
③さがみはら地球温暖化対策協議会の会員であり、他の事業者や市民団体等と連携して地球温暖化防止活動の推進を行った。
④麻溝商工振興会の会員の活動の中で、地域の花の植え替えなどに参加し、会合では環境問題の啓蒙活動を行った。

措置の内容

事務所・工場の照明設備をLED照明に更新

・照明設備のこまめなｵﾝ･ｵﾌや消灯の徹底
・寮の空調機・照明等のｵﾝ･ｵﾌや消灯の徹底

・冷暖房の適正な運転
・設備の使用時間の適正化の徹底

空調の高効率空調への更新

　令和3年度に相模原市補助金を活用して照明設備の更新を行い、以降は運用改善にも積極的に取り組んだ。しかし結果的には当初より二
酸化炭素排出量が増加して着地となった。要因としては、削減に向けた取り組みを疎かにしたわけではなく、基準年度はコロナ禍であったた
め①工場の稼働時間が極端に短かった②技能実習生の受け入れが出来ずに寮の入居率が低かった等が挙げられる。計画策定後にコロナが
終息傾向になり、稼働時間および寮の入居率は当初から大幅に増加しており、この結果はやむを得ないものである。その状況の中でも設備
更新をはじめとする取り組みを行っていたことで二酸化炭素排出量の増加率を抑えることが出来た。
　当初の計画通りとはならなかったものの、計画をもとに取り組みを進めたことによって、社内の意識向上も含めて当社の温室効果ガス抑
制につながった。

地球温暖化対策計画実施状況報告書（最終報告）の概要（公表用）

有限会社当麻産業
代表取締役　関山正浩

相模原市南区当麻3539-253

令和　3　年度　～　令和　5　年度

基準年度
排出量

計画最終年度
排出量

計画最終年度
排出削減量

計画最終年度
排出削減率

（原単位を設定した場合）計画最終年度の原単位排出量削減率

建設業


